
 太陽の裏切り 
 

古戯都十全 

 

 

太陽のやつめ、俺を裏切りやがった 

あいつの肌は熱いがあいつとの情事は俺の欲望を焦がす 

俺の欲望は適度に焦がさないと海まで飲みつくしてしまう 

あいつの熱は俺が俺を保つための安定剤なのさ 

なのに太陽のやつめ、俺を裏切りやがった 

あの太陽はもう俺の知っている太陽ではない 

 

太陽のやつめ、何が気に入らなかったんだ 

あいつは日中ひっきりなしに陽光を俺に浴びせてきた 

それで俺はあいつが俺を愛しているのだと真に受けた 

俺もそれに応えてあいつの熱が絡んだ俺の汗と白濁したモノを 

あいつの黒点にたっぷりとかけてやった 

なのに太陽のやつめ、何が気に入らなかったんだ 

 

太陽のやつめ、俺を騙しやがった 

あいつとの愛を確かのものにするために 

俺は祭りを催し、契約書を奉納した 

俺は陽光が途絶えないよう祈りさえ捧げた 

なのにあいつは夜になると、地球の反対側で情事に勤しんでいるらしい 

太陽のやつめ、俺を騙しやがった 

 

太陽のやつめ、俺をはめやがった 

あいつは俺の知らないところでよろしくやってきたあとに 

雲で身を隠し俺との交合に待ったをかけた 

あいつは許可を出すまで自分の肌に触れることは許さないなどと宣う 

今さらあいつと愛し合うために、同意が必要なのか？ 

太陽のやつめ、俺をはめやがった 



 

太陽のやつめ、俺を愚弄しやがった 

たとえあいつが俺のことを愛していないとしても 

俺はあいつの陽光を無条件に浴び続けなければならない 

最近はあいつを見ないで済むよう俺は雲に祈りを捧げている 

太陽め、あいつは原始いったい何だったんだ？ 

あの太陽はもう俺の知っている太陽ではない 


